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技 術 開 発 課 題 完 了 報 告 書

課 題 名 獣 害 防 除 法  (鹿 の害 )

課 題 区 分 指 一不
発
間

開
期

昭和 59～ 61年度 担 当 高千 穂 営 林 署

目

標

野兎害の防除については,ポ

い。最近 ,鹿害 も増加してお り

ネットを中心に検討 してきたが十分な効果を得るに至 っていな

野兎害の防除 と併せて事業化に即 した効果的防除法を確立する。

結

果

1.有刺鉄線の防護lllを 設置することにより,被害発生を防止することが確認できた。

2.施設にんα当り20万 円以上の経費を必要 とする。

開発経過 と調査 内容

1.開発経過

(1)昭和58年 11月 28日 に,標高 1,070″ の前生樹スギ外16樹種 ,んα当り材積 238グ の人工林跡

地 2.64んαにスギ 1年生百 8,000本 を植栽 した。

周囲の 3分の 2を峰筋の保護樹帯に隣接する 1.00んαの周囲に防護相1と して有刺鉄線 (高さ約 1.2

a,有市1鉄線の間隔30επの 3段 )を張 り試験地を設定 した。

対照区 として 1.64んαを設定 した。
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(a 設定後の施業

フ 59年度に気象害が発生 したので,60年 4月 にスギ Z7、00本を補植した。

イ 下刈りは60年度全刈,61年度筋刈を実施した。           1

2.調査内容

被害調査

評価及 び普及 指導

有東1鉄線の防護柵を設置することにより,被害発生を防止することはできるが ,施設に多額の経費を必

要とするので事業イヒするのは適切でないと考えられる。

1,000m以上の獣害地については,択伐天然更新施業,ま た皆伐による場合は,保残木天然更新施業に

より,天然力を利用 した更新方法を採用すべきである。
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1. はじめに

当地区は,昭和41年に 2146加ハ鳥獣保護地区に指定されてから,鹿の頭数が年々増加傾向にあ

り,約40たの幼齢造林地において鹿の被害が発生するようになった。従来銃等による有害駆除 を実

施 してき:たが,鳥獣保護地区は駆除頭数が限定されているため被害は減少していない。鹿を捕獲 し

ないて被害を防止する方法 として保護柵を設置 してその効果試験 を試みた。

2.試験地設定                                  ｀

(1)設  定

昭和58年■月28日

(a 場  所

宮崎県西自杵郡 日之影町 黒仁田国有林 62へ 2林小班

(D 面  積

保護柵設定区 1.0 0λa 対照区  1.64んa

(0 地  況

標 高  1,070“ , 方 位 SE, 傾 斜  25° , 土壌型 BD

(D 林  況 (前生樹 )

スギ外16種,人工林 んα当り238″

(0 設定方法

ア、図-2の ように有刺鉄線で造林地を囲んだ。

イ、スギ 1年生苗を保護柵設定区内に 3,000本 ,対照区に 5,000本植栽 した。

(つ 設定後の施業

ア、59年度に気象害が発生 し,60年 4月 にスギ 2,700本 を補植 した。

イ、下刈は6o年度全刈,61年度は 筋刈を実施 した。
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